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令和７年度第２回中野市学校給食センター運営委員会会議録 要旨 

 

開催日時  令和８年３月 25日（水） 午後 3時 30分 

開催場所  中野市北部学校給食センター ２階会議室 

 

 

出席者 

（委員） 

久保田益美委員、若林ゆかり委員、村島康秋委員、神田久仁玲委員、 

小林みどり委員、長谷川なつみ委員、古川桃子委員、堀内寛子委員、 

両澤宏樹委員、小橋しげ美委員 

  

（事務局 市教育委員会） 

 柴本豊教育長、丸山晃教育次長、大沢英樹所長、田中幸子副主幹、 

福住真由子栄養士、岩本めぐみ栄養士、田澤悦子栄養教諭、宮澤比呂子栄養教諭、 

髙橋佳子栄養職員、中島美紀栄養職員 

 

欠席者  

（委員） 

小池留美子委員、中村佐和子委員 

 

 

会議内容 

１ 開 会  丸山教育次長 

      資格審査報告  委員 12名中、出席者 10名 

      （運営委員会条例第５条第２項の規定により、出席委員が過半 

数を上回っているため、運営委員会が成立） 

 

２ あいさつ 柴本教育長 

 

３ 会議事項 

 ⑴令和８年度事業概要について、所長が資料に基づいて説明を行った。 

【 質疑・ご意見 】 なし 

 

 ⑵令和８年度事業計画（案）について、栄養教諭が資料に基づいて説明を行った。 

 【 質疑・ご意見 】 なし 
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 ⑶その他 

学校給食センター新設統合のスケジュールについて、所長が説明を行った。 

 

【説明内容】 

  南部学校給食センターは供用開始から約 20年が経過している。 

  施設の改修、厨房機器の更新をしなければならない時期に来ている。 

  今後、児童生徒数が年々減少していく中で、業務の効率化、経費の削減を考えると、

給食センターを今のうちに新設統合することが望ましいと考えている。 

  建設の場所については、中野平中学校の南側で平野保育園の跡地に建てることとし

ている。今後、保育園を解体して、来年度建設が進んでいく。 

  完成予定は、令和９年度中。具体的には令和 10 年１月末くらい。約２か月間の準

備を経て、令和 10年４月供用開始ということで現在進んでいる。 

 

【 質疑・ご意見 】 

 委 員：新センターの対応年数は概ね何年くらいを見込んでいるか。  

 事務局：建物は鉄骨のため、建物自体は 50年 60年と使用できる。厨房機器について

は、10～15年を目途に更新を行う。調理場内の壁、床等の補修も計画的に行

っていきたい。 

     どこの給食センターも大体 35～40年の対応年数で、このセンターは約 20年

しか経過していない。通常ならここで大規模改修を行う予定だが、センター

が２つあり改修すると相当なお金がかかるということで、今、小さい規模的

なものを建設しようとしている。 

 委 員：新センターの建設は早いのではないかという意見がありましたので、新セン

ターについても大事に長く使っていただきたい。 

 事務局：南部と北部を合わせ、4500食提供することができるが、今後、児童生徒数が

減少し、その食数を提供する必要なくなる。また、経年劣化により機械の入

れ替えや修理が必要であり、地下ピットがないなどの不備な部分もある。今

回、提案している統合施設については、現状施設の使い勝手が悪い所を加味

し、機械を搬出できる大型な扉の設置や、主食を安定的に供給できるよう、

炊飯の設備も設けることとしている。現在の施設も外から見ると立派に見え、

子どもの数が減らなければ、２施設を大規模改修し、使うことも可能である

と思うが、4500食提供できる２施設の改修や維持等に多額の費用がかかるほ

か、人手不足により調理員の確保が難しいなど、様々な状況を考慮し、新設

統合が適切であるという判断をした。 

 

 委 員：新しい給食センターには、どのような厨房機器が入るのか。たとえば、最先

端技術の釜を何基もつとか、フライヤーを自動フライヤーにするとか、野菜

等の冷却装置をどういったものにするかとか、そういう計画はどうなってい
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るのでしょうか。 

 事務局：新しいセンターについては、今、人材不足などもあるので、それに対応でき

るような機械等を導入する予定で、例えば下処理室に野菜洗浄機を置くこと

で、三槽シンクで３人が洗っているのを２人に減らすことができる。フライ

ヤーについては、大豆などの細かいものを揚げられないので、そういう細か

いものも揚げられるようなものを導入するとか、細かいところに手が入れら

れるような厨房機器を導入する計画でいる。 

 委 員：4000食ということは、回転釜は何基くらいか。 

 事務局：蒸気回転釜を６基。300Ｌを６基で計画している。 

 

 事務局：貴重なご意見ありがとうございます。新センターを建設しても、年数が到達

すると必ずまた、メンテナンスの時期はやってまいります。その時には今回

のように、大規模な改修に至らないように、今の施設の課題になっている部

分は解決する形で建設を進めていきたいと考えているところでございます。

子どもたちに安心安全な給食が提供できるような施設を目指してまいりたい

と思います。 

 

４ 閉 会 午後４時02分 


